
●
は
じ
め
に

　

経
済
発
展
に
と
も
な
う
貧
富
の
格
差

が
広
が
り
つ
つ
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
で
、
貧

困
層
を
対
象
に
し
た
小
規
模
金
融
が
大

き
く
躍
進
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
も

主
に
農
村
で
実
施
さ
れ
て
い
る
国
有
の

社
会
政
策
銀
行
の
融
資
は
、
極
め
て
ユ

ニ
ー
ク
な
運
用
シ
ス
テ
ム
で
ベ
ト
ナ
ム

国
内
外
の
注
目
を
浴
び
て
い
る
。
同
銀

行
は
二
〇
〇
二
年
に
設
立
さ
れ
、
翌
年

か
ら
融
資
を
開
始
し
、
全
国
六
四
省
に

支
店
を
構
え
る
。
設
立
当
初
は
三
つ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
現
在

で
は
傷
病
兵
・
障
害
者
、
少
数
民
族
や

辺
境
居
住
な
ど
特
徴
ご
と
に
よ
り
細
か

く
分
類
さ
れ
た
一
八
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

展
開
し
て
い
る
。
主
な
顧
客
と
な
る
農

村
在
住
の
貧
困
層
に
年
率
七
・
八
％
の

超
低
利
で
融
資
し
、
こ
れ
ま
で
貧
困
削

減
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
主
要
な
成
果
と
し
て

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

社
会
政
策
銀
行
に
よ
る
融
資
の
特
徴

は
、
銀
行
と
顧
客
の
間
に
大
衆
団
体

（
農
民
会
、
女
性
連
合
、
青
年
団
、
退

役
軍
人
会
）
が
介
在
し
、
そ
の
団
体
信

用
に
よ
り
借
主
は
無
担
保
で
融
資
を
受

け
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
、
同
銀
行
の
大
衆
団
体
へ
の
事
業

委
託
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
報
告
書

で
触
れ
ら
れ
た
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
の

ス
キ
ー
ム
が
ど
の
よ
う
に
働
く
の
か
、

そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
明
ら
か

に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、

地
域
社
会
が
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で

融
資
事
業
を
受
け
入
れ
、
運
用
し
て
い

る
の
か
、
具
体
的
に
検
討
し
て
み
た
い
。

●
農
村
の
団
体
信
用
ス
キ
ー
ム

　

ま
ず
、
途
上
国
の
農
村
に
お
け
る
貧

困
削
減
対
策
と
し
て
画
期
的
な
成
果
を

収
め
た
小
規
模
金
融
と
い
え
ば
、
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
の
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
で
あ
ろ

う
。
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
の
特
徴
は
大
き
く

二
つ
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
ひ
と
つ
は
、

地
方
行
政
組
織
や
既
存
の
地
域
組
織
を

迂
回
し
、
銀
行
員
自
ら
農
村
に
足
を
運

び
、
ゼ
ロ
か
ら
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ

る
と
い
う
点
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ

は
、
社
会
的
立
場
の
弱
い
貧
困
女
性
た

ち
を
組
織
化
し
、
五
人
一
組
の
連
帯
責

任
制
を
導
入
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
要
素
は
、
①
従
来
の
農
村
行
政
が

地
主
や
村
の
有
力
者
で
占
め
ら
れ
て
お

り
、
底
辺
に
滞
留
す
る
貧
困
層
の
エ
ン

パ
ワ
ー
に
消
極
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
き
た
た
め
、
既
存
の
地
域
組
織
を
活

用
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
、
②
地

主
・
小
作
関
係
と
い
う
垂
直
的
な
対
人

関
係
の
な
か
で
醸
成
さ
れ
た
貧
困
層
の

上
位
者
へ
の
依
存
心
性
を
変
え
、
希
薄

で
あ
っ
た
責
任
感
や
自
立
心
を
育
て
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
こ
と
、
③
メ
ン

バ
ー
が
滞
納
し
た
際
は
他
の
仲
間
が
肩

代
わ
り
す
る
こ
と
で
相
互
扶
助
＝
監
視

を
し
合
い
返
済
不
能
を
防
ぐ
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
た
こ
と
、
な
ど
の
特
徴
を
も

つ
。
そ
の
分
、
毎
週
農
村
に
出
向
く

個
々
の
銀
行
員
が
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど

に
費
や
す
運
営
コ
ス
ト
は
大
き
く
な
る
。

　

そ
れ
に
対
し
、
ベ
ト
ナ
ム
の
社
会
政

策
銀
行
は
地
方
行
政
（
省
・
県
・
行
政

村
の
三
級
）
で
い
え
ば
県
レ
ベ
ル
ま
で

に
し
か
支
店
が
な
く
、
銀
行
員
数
も
全

国
で
九
〇
〇
〇
人
し
か
い
な
い
。
つ
ま

り
、
七
〇
〇
万
人
の
顧
客
が
主
に
居
住

す
る
農
村
に
は
銀
行
窓
口
が
常
設
さ
れ

て
お
ら
ず
、
社
会
政
策
銀
行
は
農
村
の

大
衆
団
体
に
業
務
委
託
す
る
こ
と
で
、

地
域
組
織
の
マ
ン
パ
ワ
ー
を
フ
ル
活
用

し
て
業
務
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

超
低
利
と
い
う
国
家
の
補
助
を
て
こ
に

銀
行
と
大
衆
団
体
が
協
力
し
て
貧
困
対

策
に
取
り
組
む
態
勢
は
、
今
日
の
国
家

政
策
の
「
社
会
化
」（
民
活
導
入
）
の

流
れ
に
沿
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
ス
キ
ー
ム
の
小
規
模
金

融
が
農
村
部
で
広
く
浸
透
し
て
い
る
背

景
の
ひ
と
つ
に
は
、
商
業
銀
行
の
大
半

が
都
市
部
の
ビ
ジ
ネ
ス
向
け
投
資
へ
の

融
資
に
集
中
し
、
農
村
在
住
者
を
融
資

対
象
と
み
な
し
て
い
な
い
と
い
う
ベ
ト

ナ
ム
独
特
の
事
情
が
挙
げ
ら
れ
る
。

●
ベ
ト
ナ
ム
農
村
の
現
場
か
ら

　

筆
者
の
調
査
地
は
、
ベ
ト
ナ
ム
中

部
、
ト
ゥ
ア
テ
ィ
エ
ン
・
フ
エ
省
ク
ア

ン
デ
ィ
エ
ン
県
ク
ア
ン
タ
イ
ン
行
政
村

岩
井
美
佐
紀

ベ
ト
ナ
ム
農
村
に
お
け
る
貧
困
世
帯
向
け

小
規
模
金
融
の
運
用
シ
ス
テ
ム

アジア農村における
住民組織のつくりかた

特集
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の
三
つ
の
集
落
で
、
そ
れ
ぞ
れ
四
二
〇

世
帯
、
三
五
〇
世
帯
、
そ
し
て
八
一
世

帯
を
擁
し
て
い
る
。
筆
者
は
二
〇
一
二

年
夏
か
ら
二
〇
一
三
年
七
月
に
か
け
て

三
度
訪
問
し
、
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ

て
い
る
。

　

あ
る
集
落
は
一
七
世
紀
に
北
部
の
同

じ
集
落
出
身
の
三
人
が
共
に
移
住
し
、

共
同
で
開
村
し
た
歴
史
を
も
つ
と
さ
れ

る
。
そ
の
た
め
、
集
落
に
は
三
つ
の
開

耕
氏
族
の
廟
が
建
立
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

歴
代
の
祖
先
が
祭
ら
れ
て
い
る
。
ベ
ト

ナ
ム
は
主
に
ゾ
ン
ホ
と
呼
ば
れ
る
父
系

親
族
を
中
心
に
血
縁
集
団
を
形
成
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
東
ア
ジ
ア
的
な
儒
教

文
化
の
影
響
で
あ
る
。

　

興
味
深
い
の
は
、
三
人
の
草
分
け
は

私
有
地
を
増
や
す
の
で
は
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
が
開
墾
し
た
土
地
を
共
有
地
と

し
、
後
続
の
開
墾
氏
族
も
同
等
に
扱
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
氏
族
連
合
的

な
集
落
形
成
を
核
と
し
て
共
有
地
の
割

替
え
が
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
た
め
、
集

落
へ
の
帰
属
意
識
も
強
ま
っ
て
い
っ

た
。
ま
た
、
集
落
の
中
心
に
開
耕
神
を

祀
っ
た
デ
ィ
ン
と
呼
ば
れ
る
集
会
所
が

あ
り
、
昔
は
こ
こ
で
集
落
の
会
合
が
行

わ
れ
た
。
現
在
会
合
は
そ
の
近
く
の
公

民
館
で
行
わ
れ
る
。
三
つ
の
集
落
に
は

そ
れ
ぞ
れ
デ
ィ
ン
が
あ
り
、
人
々
の
信

仰
の
中
心
と
し
て
強
い
凝
集
力
を
も

つ
。
こ
の
よ
う
に
、
地
縁
・
血
縁
集
団

を
中
心
と
し
た
社
会
・
経
済
シ
ス
テ
ム

の
形
成
は
、
ウ
チ
と
ソ
ト
を
分
け
る
境

界
意
識
の
基
と
な
り
、
住
民
の
集
団
行

動
の
源
泉
と
な
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ

る
。

●
ベ
ト
ナ
ム
の
地
域
社
会
と
大
衆
団
体

　

こ
こ
で
は
、
社
会
政
策
銀
行
の
融
資

の
受
け
皿
と
な
る
地
域
社
会
（
本
稿
で

は
行
政
村
、
集
落
、
住
民
グ
ル
ー
プ
を

指
す
）
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
こ
う
。

　

ベ
ト
ナ
ム
の
大
衆
団
体
は
「
政
治
・

社
会
組
織
」
と
定
義
さ
れ
、
行
政
機
構

と
同
様
に
、
中
央
か
ら
地
方
レ
ベ
ル
ま

で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
て
い

る
。
農
民
会
、
女
性
連
合
会
、
青
年

団
、
退
役
軍
人
会
な
ど
が
祖
国
戦
線
の

傘
下
に
置
か
れ
て
い
る
。
行
政
村
レ
ベ

ル
で
は
、
各
大
衆
団
体
は
人
民
委
員
会

の
建
物
の
な
か
に
事
務
所
を
構
え
、
各

団
体
の
主
席
の
給
与
は
国
か
ら
支
払
わ

れ
る
の
で
、
実
質
公
務
員
待
遇
で
あ

る
。
社
会
組
織
と
し
て
域
内
の
相
互
扶

助
を
維
持
促
進
す
る
多
様
な
活
動
を
展

開
す
る
一
方
で
、
共
産
党
の
政
策
や
国

家
の
法
律
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
政
治
的
役

割
を
担
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
大
衆
団
体
を
単
な
る
党
・

国
家
の
下
請
け
御
用
組
織
と
見
做
す
と

誤
解
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。
つ
ま
り
、

中
央
の
「
上
か
ら
目
線
」
で
こ
の
組
織

を
み
れ
ば
、
農
村
レ
ベ
ル
の
活
動
が
成

功
す
る
要
因
は
上
位
機
関
の
指
導
や
政

策
そ
の
も
の
の
優
位
性
に
あ
る
と
し

て
、
統
制
・
管
理
が
徹
底
す
れ
ば
す
べ

て
う
ま
く
い
く
と
い
う
結
論
に
陥
り
や

す
い
。
そ
う
な
る
と
、
顕
在
的
で
あ

れ
、
潜
在
的
で
あ
れ
、
地
域
社
会
が
果

た
し
て
い
る
自
治
機
能
に
着
目
す
る
機

会
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
地
域
社
会
の

持
続
的
な
活
動
を
保
障
し
促
進
す
る
の

は
、
住
民
た
ち
の
創
意
工
夫
や
自
主
性

で
あ
っ
て
、
上
か
ら
の
押
し
つ
け
に
服

従
さ
せ
る
こ
と
で
は
な
い
。

　

地
域
社
会
に
お
け
る
大
衆
団
体
は
、

省
や
県
レ
ベ
ル
の
地
方
組
織
と
異
な

り
、
基
本
的
に
は
同
地
域
の
住
民
で
構

成
さ
れ
る
た
め
、
身
内
意
識
を
醸
成
し

や
す
い
。
行
政
村
レ
ベ
ル
の
団
体
幹
部

は
、
各
集
落
支
部
の
取
り
ま
と
め
と
調

整
役
で
あ
る
と
同
時
に
、
対
外
的
な
評

価
を
意
識
し
な
が
ら
組
織
全
体
に
睨
み

を
利
か
せ
る
存
在
で
も
あ
る
。
一
方
、

集
落
レ
ベ
ル
の
支
部
長
は
メ
ン
バ
ー
全

員
の
顔
と
名
前
が
一
致
す
る
親
密
な
つ

き
あ
い
を
生
か
し
、
メ
ン
バ
ー
を
束
ね

る
人
情
味
の
厚
い
世
話
役
の
よ
う
な
存

在
で
あ
る
。
一
九
七
五
年
以
前
の
ベ
ト

ナ
ム
共
和
国
時
代
に
も
同
様
の
社
会
組

織
が
各
集
落
に
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、

社
会
主
義
政
権
に
な
っ
て
に
わ
か
に
で

き
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
。

　

行
政
村
レ
ベ
ル
に
は
「
貧
困
削
減
委

員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
人
民
委
員
会
の

副
主
席
（
社
会
担
当
）
が
責
任
者
に
就

い
て
い
る
。
社
会
政
策
銀
行
に
よ
る
融

資
事
業
以
外
に
も
、「
新
農
村
」
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
な
ど
、
総
合
的
な
農
村
開
発

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
統
括
推
進
し
て
い
る
。

●
村
請
的
な
融
資
運
用
シ
ス
テ
ム

　

そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
大
衆
団
体
の

運
用
シ
ス
テ
ム
を
み
て
い
こ
う
。

　

貧
困
世
帯
向
け
の
融
資
対
象
者
は
、

女
性
連
合
支
部
ま
た
は
農
民
会
支
部
メ

ン
バ
ー
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
。

夫
が
農
民
会
支
部
、
妻
が
女
性
連
合
支

部
に
所
属
し
て
い
る
場
合
、
ど
ち
ら
か

の
組
織
を
選
ん
で
申
請
す
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
二
重
申
請
は
で
き
な
い
。
現

在
、
三
つ
の
集
落
で
は
合
計
一
〇
の
貯

蓄
・
信
用
グ
ル
ー
プ
が
設
立
さ
れ
（
女

性
連
合
支
部
六
つ
と
農
民
会
支
部
四

つ
）、
二
〇
一
二
年
末
時
点
で
二
八
一

人
（
世
帯
）
が
利
用
し
、
融
資
総
額
は

三
四
億
ド
ン
（
約
一
三
六
〇
万
円
）
と

な
っ
て
い
る
。
社
会
政
策
銀
行
の
規
定

で
は
、
五
〇
人
を
上
限
と
す
る
が
、
ど

の
グ
ル
ー
プ
も
二
〇
人
か
ら
三
五
人
ほ

ど
の
規
模
で
、
集
落
の
範
囲
を
超
え
な

い
。
各
リ
ー
ダ
ー
は
支
部
長
や
副
支
部

長
が
兼
任
す
る
こ
と
が
多
い
。
融
資
開

ベトナム農村における貧困世帯向け小規模金融の運用システム  
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始
や
新
メ
ン
バ
ー
の
加
入
に
際
し
て
グ

ル
ー
プ
会
合
を
開
く
他
、
日
常
的
に
は

メ
ン
バ
ー
間
で
互
い
に
励
ま
し
、
関
心

を
持
ち
合
う
な
ど
精
神
的
な
サ
ポ
ー
ト

を
行
う
こ
と
が
グ
ル
ー
プ
の
主
要
な
機

能
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
農
村
に
住
む

人
々
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
意
味
を

も
つ
。

　

貯
蓄
・
信
用
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー

は
厳
密
に
は
全
て
が
貧
困
世
帯
で
は
な

い
。
設
立
当
初
、
大
衆
団
体
支
部
の
会

員
で
あ
れ
ば
誰
で
も
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
た
よ
う
で
、
完
済
の
実
績
が
あ
れ

ば
、
そ
の
後
継
続
し
て
融
資
を
受
け
ら

れ
た
。
現
在
で
は
、「
貧
困
世
帯
」
あ

る
い
は
、「
準
貧
困
世
帯
」
の
会
員
で

な
け
れ
ば
新
規
に
融
資
を
受
け
る
こ
と

は
難
し
い
。
新
規
の
申
請
は
、
自
身
の

居
住
す
る
支
部
の
貯
蓄
・
信
用
グ
ル
ー

プ
に
使
途
目
的
を
記
載
し
た
申
請
書
を

提
出
し
、
集
落
長
の
承
認
（
申
請
書
へ

の
署
名
）
を
得
る
必
要
が
あ
る
。
銀
行

か
ら
の
融
資
開
始
の
通
知
が
き
た
ら
、

よ
う
や
く
手
続
き
は
終
了
し
、「
社
会

政
策
銀
行
通
帳
」（
通
称
、
緑
の
通
帳
）

が
交
付
さ
れ
、
融
資
を
受
け
る
。

　

ク
ア
ン
タ
イ
ン
行
政
村
で
は
毎
月
二

〇
日
が
社
会
政
策
銀
行
と
各
貯
蓄
・
信

用
グ
ル
ー
プ
と
の
取
引
日
で
あ
る
。
女

性
連
合
支
部
の
場
合
、
グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー
が
毎
月
一
七
日
か
ら
一
九
日
に
か

け
て
メ
ン
バ
ー
の
家
庭
を
回
り
、
利
子

を
回
収
す
る
。
不
在
で
連
絡
が
取
れ
な

か
っ
た
場
合
は
、
自
身
で
立
て
替
え
る

こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
メ
ン

バ
ー
が
返
済
に
窮
し
た
と
き
に
は
、
一

緒
に
解
決
方
法
を
探
り
、
社
会
政
策
銀

行
へ
の
返
済
期
間
延
長
の
申
請
手
続
き

を
補
助
す
る
。
各
リ
ー
ダ
ー
に
は
、
銀

行
か
ら
利
子
の
一
・
二
％
の
手
数
料
が

入
る
が
、
こ
の
よ
う
な
時
間
と
手
間
の

か
か
る
業
務
に
対
し
、
全
く
割
に
合
わ

な
い
よ
う
だ
。
場
合
に
よ
っ
て
は
会
員

の
六
カ
月
分
の
元
本
を
自
宅
で
保
管
す

る
こ
と
も
あ
る
が
、
金
額
が
張
る
だ
け

に
取
扱
い
に
細
心
の
注
意
が
必
要
だ
と

い
う
。
し
か
も
、
元
本
な
の
で
、
リ
ー

ダ
ー
に
は
一
切
手
数
料
が
入
ら
な
い
。

こ
こ
ま
で
責
任
を
負
う
の
は
、
集
落
の

民
生
対
策
の
意
味
合
い
が
強
い
。
リ
ー

ダ
ー
は
毎
月
家
庭
訪
問
を
す
る
こ
と

で
、
メ
ン
バ
ー
の
社
会
・
経
済
生
活
を

把
握
し
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

融
資
の
使
途
は
以
下
の
五
つ
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
に
分
け
ら
れ
、
利
子
率
も
異
な

る
。
こ
こ
で
は
、
実
際
に
調
査
地
で
融

資
さ
れ
て
い
る
項
目
を
挙
げ
て
お
く
。

①
貧
困
世
帯
（
年
率
七
・
八
％
）、
②

奨
学
金
（
同
率
）、
③
労
働
輸
出
（
同

率
）、
④
雇
用
（
同
率
）、
⑤
生
活
用
水

改
善
（
同
一
〇
・
八
％
）、
⑥
住
宅
補

助
（
同
三
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

融
資
限
度
額
は
現
在
二
〇
〇
〇
万
ド

ン
で
、
こ
れ
を
三
年
間
か
け
て
月
率

〇
・
六
五
％
の
超
低
利
で
返
済
し
て
い

く
。
返
済
方
法
は
、
こ
れ
ま
で
何
度
か

改
革
さ
れ
て
き
た
。
施
行
当
初
は
毎
月

定
額
の
利
子
の
み
を
収
め
、
最
後
に
一

括
し
て
元
本
を
返
済
す
る
シ
ス
テ
ム
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
六
カ
月
ご
と
に

元
本
の
一
部
を
利
子
と
と
も
に
返
済

し
、
元
本
の
残
高
に
応
じ
て
利
子
が
課

さ
れ
る
方
式
に
改
め
ら
れ
た
。
そ
し
て

昨
年
二
〇
一
二
年
か
ら
は
、
貯
蓄
と
返

済
を
結
合
さ
せ
て
毎
月
の
貯
蓄
額
を
四

〇
万
ド
ン
か
ら
五
〇
万
ド
ン
と
し
て
元

本
返
済
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
方
式

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
返
済
中
の
人
も
、

次
の
融
資
を
受
け
る
際
に
新
方
式
に
移

行
し
て
い
く
。

　

実
際
の
返
済
率
を
み
て
み
よ
う
。
昨

年
二
〇
一
二
年
末
の
女
性
連
合
全
体
の

未
返
済
率
は
一
・
四
％
で
、
調
査
し
た

三
集
落
の
支
部
で
は
、
〇
・
二
〜
〇
・

九
％
と
極
め
て
低
い
。
こ
れ
は
、
返
済

の
回
収
作
業
に
対
す
る
リ
ー
ダ
ー
の
こ

ま
め
な
取
り
組
み
方
が
功
を
奏
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
何
度
も
足
を
運
べ

ば
、
大
抵
の
場
合
問
題
な
く
利
子
を
回

収
で
き
る
と
い
う
。
一
方
、
男
性
会
員

が
大
半
の
農
民
会
支
部
の
場
合
、
頻
繁

な
訪
問
が
か
え
っ
て
裏
目
に
出
る
こ
と

も
あ
る
と
い
う
。
あ
る
リ
ー
ダ
ー
は
、

「
催
促
さ
れ
る
の
を
嫌
う
人
が
多
い
。

何
度
も
訪
問
し
て
罵
倒
さ
れ
る
と
、

こ
っ
ち
も
嫌
に
な
る
」
と
も
ら
す
。
農

民
会
支
部
の
昨
年
の
未
返
済
率
は
、
社

会
政
策
銀
行
の
設
定
枠
三
％
を
超
え
る

グ
ル
ー
プ
も
複
数
存
在
し
て
お
り
、
実

は
看
過
で
き
な
い
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
の
場
合
、
各

メ
ン
バ
ー
が
毎
週
の
集
会
で
利
子
を
返

済
し
、
五
人
一
組
の
グ
ル
ー
プ
メ
ン

バ
ー
間
の
連
帯
保
証
と
い
う
物
理
的
な

縛
り
を
か
け
る
こ
と
で
、
個
々
の
返
済

を
促
す
。
ベ
ト
ナ
ム
の
団
体
信
用
ス

キ
ー
ム
は
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
に
連
帯

保
証
を
課
す
わ
け
で
も
な
く
、
貯
蓄
も

強
制
で
は
な
い
。
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
と
比

べ
れ
ば
極
め
て
緩
い
縛
り
で
あ
り
な
が

ら
、
な
ぜ
ス
キ
ー
ム
が
効
果
的
に
運
用

さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
か
ら
く
り
は
、
大
衆
組
織
の
信

用
委
託
事
業
を
支
え
る
集
落
の
自
治
機

能
に
あ
る
。
集
落
長
は
最
も
威
信
の
あ

る
年
配
者
が
就
き
、
集
落
執
行
委
員
会

（
公
安
や
各
大
衆
団
体
支
部
長
な
ど
で

構
成
）
を
率
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
問
題
を

最
高
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
全
集
落
会

合
に
諮
り
、
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
こ
の
会
合
で
討
議
さ
れ
る

重
要
事
項
の
ひ
と
つ
が
、
貧
困
世
帯
の

選
定
で
あ
る
。
概
ね
ど
の
集
落
で
も
全
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世
帯
の
一
割
程
度
を
目
安
と
し
て
い

る
。
貧
困
世
帯
に
認
定
さ
れ
る
と
、
同

銀
行
の
融
資
受
給
資
格
の
他
、
健
康
保

険
料
が
免
除
さ
れ
る
。
老
齢
者
や
障
害

者
世
帯
の
場
合
は
同
銀
行
の
融
資
は
受

け
ら
れ
な
い
代
わ
り
に
生
活
保
護
費
が

支
給
さ
れ
る
。
全
集
落
会
合
は
貧
困
世

帯
を
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
、
集
落
長
は

信
用
保
証
人
と
し
て
、
個
々
の
申
請
書

に
署
名
す
る
。
集
落
長
の
承
認
の
有
無

は
、
い
わ
ば
融
資
を
受
け
る
資
格
が
あ

る
か
ど
う
か
と
い
う
信
用
審
査
を
意
味

し
て
お
り
、
人
物
や
素
行
、
家
庭
環
境

な
ど
の
信
用
情
報
が
極
め
て
重
要
と
な

る
。
こ
う
し
て
集
落
ぐ
る
み
で
責
任
を

負
う
と
い
う
連
帯
意
識
が
強
め
ら
れ
る
。

　

貧
困
世
帯
に
認
定
さ
れ
た
、
あ
る
女

性
連
合
会
支
部
会
員
は
以
下
の
よ
う
に

述
べ
る
。

　
「
誰
も
が
私
た
ち
家
族
の
生
活
が
苦

し
い
の
を
知
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

貧
困
世
帯
に
選
定
さ
れ
て
、
皆
さ
ん
に

感
謝
す
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
今

度
、
住
宅
ロ
ー
ン
を
借
り
て
自
宅
を
新

築
す
る
つ
も
り
で
す
。」

　

実
は
彼
女
に
こ
れ
ま
で
二
度
会
っ
て

い
る
。
最
初
は
昨
年
一
二
月
末
、
夫
方

氏
族
の
祠
堂
の
堂
守
と
し
て
借
家
暮
ら

し
を
し
て
い
た
。
二
〇
一
三
年
七
月
下

旬
に
再
会
し
た
時
は
、
社
会
政
策
銀
行

か
ら
融
資
限
度
額
の
二
〇
〇
〇
万
ド
ン

の
融
資
を
受
け
、
ま
た
親
戚
な
ど
か
ら

も
借
金
し
て
、
行
政
村
が
無
料
で
提
供

し
た
宅
地
に
自
宅
を
建
て
て
い
た
（
写

真
1
と
2
）。
現
在
、
養
豚
と
自
家
米

の
販
売
な
ど
で
返
済
し
て
い
る
。

●
お
わ
り
に

　

ベ
ト
ナ
ム
農
村
に
お
け
る
小
規
模
金

融
の
運
用
か
ら
み
え
て
く
る
大
衆
団
体

の
特
徴
は
、
行
政
村
、
集
落
、
グ
ル
ー

プ
の
三
つ
の
レ
ベ
ル
で
異
な
る
機
能
を

果
た
す
複
数
の
組
織
が
連
結
し
、
開
発

組
織
（
ソ
ト
）
と
社
会
組
織
（
ウ
チ
）

が
一
体
と
な
っ
た
多
重
機
能
組
織
と
い

え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

日
常
的
な
活
動
が
開
発
事
業
に
お
い

て
重
要
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
役
割
を
果

た
す
。
貯
蓄
・
信
用
グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー
も
兼
任
す
る
女
性
連
合
支
部
幹
部

た
ち
は
、
毎
月
の
利
子
回
収
に
戸
別
訪

問
を
何
度
も
繰
り
返
し
、
メ
ン
バ
ー
の

個
別
の
状
況
に
応
じ
て
き
め
細
か
く
対

応
策
を
提
案
で
き
る
貴
重
な
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
グ
ル
ー
プ

メ
ン
バ
ー
間
で
互
い
に
関
心
を
持
ち
、

励
ま
し
合
う
こ
と
が
、
リ
ス
ク
の
回
避

に
つ
な
が
り
、
組
織
母
体
の
足
腰
を
強

め
る
。
ま
た
、
大
衆
団
体
支
部
の
活
動

を
支
え
る
の
が
集
落
の
役
割
で
あ
る
。

意
思
決
定
機
関
で
あ
る
全
集
落
会
合
は

貧
困
世
帯
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
役
割

を
果
た
す
。
こ
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
二
つ
の
機
能
は
開
発

事
業
の
村
請
的
な
意
味
合
い
を
持
ち
、

例
え
、
あ
る
事
業
が
終
わ
っ
て
も
、
解

体
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
別
の
事
業
へ

と
継
続
さ
れ
て
い
く
。

　

他
方
、
国
家
の
末
端
で
あ
る
行
政
村

に
設
置
さ
れ
た
貧
困
削
減
委
員
会
は
、

個
々
の
貯
蓄
・
信
用
チ
ー
ム
の
運
用
実

績
を
把
握
し
、
適
宜
社
会
政
策
銀
行
と

連
携
し
て
法
的
な
措
置
を
講
じ
る
な

ど
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
そ
の
意
味
で
も
、
個
々
の
借
主
の

返
済
は
二
重
三
重
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
さ

れ
て
い
る
。

　

た
だ
、
こ
の
ス
キ
ー
ム
に
全
く
問
題

が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
銀
行
業
務
の

一
部
を
専
門
外
の
組
織
に
委
託
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
そ
れ
な
り
の
リ
ス
ク
を

と
も
な
う
。
調
査
集
落
の
デ
ー
タ
に
よ

る
と
、
滞
納
件
数
が
最
も
多
い
の
が
、

「
労
働
輸
出
」
と
「
奨
学
金
」
で
あ

る
。
海
外
の
雇
用
主
の
事
情
で
雇
用
期

限
を
待
た
ず
に
帰
国
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
借
金
だ
け
が
残
っ
た
ケ
ー
ス
、
大

学
を
卒
業
し
た
が
就
職
で
き
ず
返
済
が

滞
る
ケ
ー
ス
な
ど
が
見
受
け
ら
れ
る
。

ま
た
、
貯
蓄
・
信
用
グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー
の
資
質
や
経
験
な
ど
が
借
主
の
返

済
行
動
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
よ
う
だ
。
最
も
恐
れ
る
の

は
、
個
人
の
借
金
が
嵩
み
、
そ
れ
を
放

置
す
る
こ
と
で
グ
ル
ー
プ
内
に
モ
ラ
ル

ハ
ザ
ー
ド
が
起
き
、
団
体
信
用
ス
キ
ー

ム
が
崩
壊
す
る
こ
と
で
あ
る
。
連
帯
責

任
制
を
と
ら
な
い
ベ
ト
ナ
ム
の
団
体
信

用
ス
キ
ー
ム
は
地
域
社
会
内
部
の
精
神

的
サ
ポ
ー
ト
と
連
帯
意
識
で
成
り
立
っ

て
い
る
が
、
個
々
の
や
む
を
得
な
い
事

情
を
ど
こ
ま
で
斟
酌
す
る
か
、
リ
ー

ダ
ー
の
養
成
を
ど
こ
ま
で
徹
底
さ
せ
る

か
な
ど
、
解
決
す
べ
き
課
題
も
少
な
く

な
い
。

（
い
わ
い　

み
さ
き
／
神
田
外
語
大
学
ア

ジ
ア
言
語
学
科
教
授
）

写真 1　祠堂横の借家の前で（2012 年 12
月末）

写真 2　数カ月前に新築した自宅の前で
（2013 年 7 月末）
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